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航空写真を用いたセマンティックセグメンテーション
による土地利用分類モデルの構築

Development of Land Use Classification Model
by Semantic Segmentation Using Aerial Photographs
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This paper presents a land use classification model for aerial photographs based on a deep learning image
classification method. In order to mxamine the validity of the present classification model, the model is
applied to aerial photographs of the target area.
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1. はじめに
著者らはこれまで津波，高潮，洪水氾濫等の数値解
析 [1]を行ってきたが，土地利用区分毎に粗度係数を与
える際には，半自動で行い労力のかかるものであった．
そこで本研究では，深層学習に基づく画像分類手法
により，航空写真の土地利用分類モデルを構築する．本
モデルに一般に公開されている対象地域の航空写真を
転移学習させ，モデルの精度検証および評価を行った．

2. 画像分類手法
(1) データの取得
分類モデル構築の流れを図-1のフローチャートに示
す．本研究は，教師あり学習の手法に基づき，分類モ
デルの構築を行う．
トレーニングデータは，国土地理院が公開している

GSIデータセット [2]を用いる．本データセットは，国
土地理院の研究成果として公開されたものである．普
通建物，茶畑，水田，針葉樹林，水部，道路のデータを
使用した．データの例を図-2に示す．
テストデータは，国土地理院が公開している地理院
タイルの電子国土基本図 (オルソ画像)[3]から航空写真
を取得する．対象地域を高知県中土佐町久礼地区としテ
ストデータの作成を行った．対象地域の写真を図-3-(a)
に示す．本研究は，赤線で囲われている小領域を対象
領域としている．
分類項目は，細密数値情報に基づき，建物，田・畑，
山林，海・河川，道路の 5クラスとした．

(2) 分類手法

a) データの前処理
取得した航空写真に対して予め施した処理について
説明する．テストデータの作成のため，取得した航空
写真を GISソフトを用い格子状に航空写真を分割する．

図–1 フローチャート

図–2 トレーニングデータの例
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図–3 テストデータについて

図–4 分類に使用したネットワークモデル図

また，テストデータは土地利用区分ごとにアノテーショ
ンする必要がある．テストデータのアノテーションに
ついても GISソフトを使用して行った．アノテーショ
ン結果を図-3-(b)に示す．

b) 深層学習モデルについて
本研究の画像分類手法として完全畳み込みニューラル
ネットワーク [4](Fully Convolution Networks; FCN)の終
盤層に空間ピラミッドプーリングを用いるディープラー
ニングセグメンテーションタスクの PSPNET(Pyramid
Scene Parsing Network)[5]を採用し，モデルを構築する．
PSPNETのネットワークモデルの概要を図-4に示す．
通常 FCNでは，Encoderによって入力画像から抽出さ
れた特徴マップのサイズはダウンサンプリングされ，元
の入力画像より小さいサイズとなる．しかし，PSPNET
では，Encoderで得られる画像サイズの小さい特徴マップ
に対して複数の解像度でMax Poolingを用いる Pyramid
Poolingにより，それぞれのスケールで捉えた特徴マッ
プが得られる．得られた各特徴マップを元の特徴マッ
プと同じスケールにアップサンプリングする。アップ
サンプリングされた各特徴マップを元の特徴マップに
チャンネルを追加する方法で連結を行う．これにより，
大域的に特徴を捉えられることに加え，局所的な細か
い情報を得ることが可能になる．この連結した特徴マッ
プに対してフィルターサイズ 1*1の畳み込み処理を行
い，セマンティックセグメンテーションの結果を得る．

c) 学習環境・条件
ハードウェア環境は，CPU: Xeon W-2225， GPU:

GeforceRTX3090，OS: Ubuntu20.4，RAM: 32GB であ
る．データの詳細を表-1に示す．トレーニングデータ

　

表–1 データの詳細

は学習用データと検証用データに分けて学習を実行す
る．構築された分類モデルをテストデータに転移学習
させ，モデルの精度検証および評価を行う．

3. 学習結果
対象領域に対する学習結果およびその評価は，講演
時に示す．

4. おわりに
本研究では，取得した GSIデータセットを用いた深
層学習により航空写真の土地利用分類モデルの構築を
行い，構築した分類モデルに転移学習を行った．
今後は，学習に用いるトレーニングデータの項目の
追加，テストデータの領域拡大，より有効な分類モデ
ルの構築を行っていく予定である．
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